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ｌ本書は平成１１年度に新潟市内で実施した遺跡の範囲確認調査等の報告書である。

２調査は国庫及び県費の補助金交付を受けて、新潟市教育委員会が主体となり埋蔵文化財センターが実施

した。

３調査で得た資料は、埋蔵文化財センターが一括して保管している。

４参考・引用文献は巻末に一括して掲げた。

５新卸売市場建設予定地関連の調査に際しては、甘粕健（新潟大学名誉教授）・高演信行（新潟大学

助教授）・川村浩司（長岡工業高等専門学校教諭）・津田敦（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）・

小池邦明（新潟市職員）各氏から貴重な御指導・御教示を賜った。厚く御礼申し上げる。

６新卸売市場建設予定地試掘調査・東囲遺跡範囲確認調査・西野遺跡範囲確認等調査では有志の方々から

協力をいただいた。

７調査から本書の作成に至るまで、多くの方々・機関から指導・協力をいただいた。
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Ｉ平成１１年度管内遺跡調査

１管内調査概要

今年度は本格調査１件、範囲確認調査１０件、試掘調査１件、立会い調査２件、計１４件の調査を実施した。

本格調査前田遺跡発掘調査（新潟市山崎１０７０番地ほか・７月～８月）前田遺跡は県営かんがい排水

事業（西蒲原排水２期地区）にともなう調査で、約1,400㎡を調査し、弥生時代から近世にわたる遺物が検

出された。また平安時代と思われる遺構が検出された。

範囲確認調査猿ケ馬場Ａ遺跡で遺物が、東囲遺跡で遺構・遺物が検出されたが、Ｖ－２章・Ⅵ章にその

詳細について記した。また松山遺跡範囲確認調査の内容は『平成１２年度埋蔵文化財発掘調査報告書』で報

告する。

立会い調査山木戸遺跡（遺跡周知範囲内）・鳥屋野遺跡（遺跡隣接地）について調査を行った。
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１１
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遺跡我（遺跡Nb.〉

|jflIl遺跡（53）

鳥屋蝉遺跡く79〉

新卸売帝場建設〕易

定地試揃調査

新卸尤市場鯉段予

定地試掘訓ｲｉ

東囲遺跡範睡碓附

,淵査・新卸売Ilj場

建設予定地試掘調

､f:.:遺跡（20）

lILi野遺跡（38）

猿ヶ馬場Ａ遺跡〈瀞

猿ヶ馬場八追跡《1５

西野遺跡（38）

松山造1Ｍ

:I:水戸遺跡（112）

島屋野世跡（79）

調稀の祁類

木格碩査

確認訓従

試掘訓亦

試掘調査

術偲洲査.

試掘訓査

確認調在

確磁調泰

確認調査

確認訓奔

確認訓癌

試掘,澗査

確認調査

京会い訓

在

立会い柵

査

１淵査原閃 ,‘刷査期間

県営かんがい幣 7／ユー8/31

術事業

僅地造成 ５参・・二７．二８

新推|・党・1J場辿,没 ６／８～:５

瓢業

新卸売市場建設 ８ﾉー ﾕ8～2６

玩業

新卸売'|j場建設 ９／14～刀／2２

事柴

賃貸化篭建設 ９，/3０

送電線処て １０

]曾弔

駐立場建設１０／１９

賃貸住宅雌投 １０／１９

県営ほ場整備事 に／17～2５

業

仙人徹宅建設 ３／17

１Ｍ|人住宅 ５月

駐車場建設 ７／二６

訓侮結果・取扱い

弥生…近陛i,こわたる遺物川．::。古墳時代の遺物は今

胆:の調査で初め‘て確認された。訓査終了後、ｒ事請

.巴。

にI:．|H身の遺物・遺物包含層検H1o1f業計iIIiiの内容から

遺跡に影響はないと判断。'|典重f動『

Ilj道建設部。Ｔ:串ﾉ:;仮設道建設部の訓在。古墳時代

削期の遺物・遺物包含増検出。遺跡の新発見。

道蹄拡1m部の盛.星二二．flfに先立つ試掘調査。遺物・遺

物包含層碓副されず、」:事着l:。

６月の訓沓で新発見された遺跡（米国遺跡）の範囲

確認,潟査及び荊業.予定地内の試掘調査。古墳時代前

期の遺物・遺構（生儒等〉・遺物包含層確認。

市道建股部約8250㎡を平成12年度本格調査実施予定‘，

遺物・遺物包含層令く検１１(きれず、慎重［事。

遺物・遺物包含層全く検陛されず、慎而［事。

遺物・遺物包含増全く放縦されず、慎重1事。

;』伝・溌慨の遺物険出。ｒ:;此の遺榊検i:1．事業内容

から遺跡への影智紘ないと判断。‘慎頑.::事。

置物・遺物包含層全く検出されず、慎飛Ⅲ事。

唾Ht陶器ﾉ４．が数点湖上。訴業には影響ないと判1Ｍ

慎竜.1:事

盛土後掘削ｒ桶ざ.遺跡への影響はないと判断。

砂利散舗装。遺跡への影響乱ないと判断。

平成11年度管内調査概要（遺跡番号は第１図参照）
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とやの

Ⅱ鳥屋野遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市鳥屋野１丁目697-41ほか

２調査期間：５月１７日～１８日

３調査面積：調査対象面積約1,744㎡調査面積４５㎡（調査対象面積の約2.6％）

４遺跡の概要と調査経過

（１）遺跡の概要と既往の調査

遺跡の概要鳥屋野遺跡は昭和57年に周知化された遺跡で、中世から近世の陶磁器片や、土師質の土器

細片が採集されている（文献１．７)。女池砂丘西端の砂丘列上に立地し（文献１）、推定面積は約4,700㎡

である。

既往の調査遺跡が周知化されて以来、当遺跡に係る調査は隣接地も含めて行われていない。

（２）調査に至る経緯

当該地（調査時は畑地）に宅地の造成計画があり、当該地が鳥屋野遺跡の周知範囲にかかること、建設

予定構造物の土木工事が地下に及ぶことを踏まえ、遺跡の範囲・遣存状況・開発による遺跡への影響を確

認するため調査を実施することとなった。

（３）調査の方法

1.5ｍ×１０ｍのトレンチを道路予定地、住宅予定地にかかるように５ヶ所設定した。各トレンチの調査

には0.25㎡級のバックホウを使用し、基盤層が出るまでか、または崩落の危険を避けるため地表面から２

ｍまでを限度として慎重に掘り下げた。掘り下げ終了後、記録作業を行った。

５調査結果土層の堆積状況は図３のとおりである。基本層序は盛土（耕土等）・粘土層・基盤層（砂丘形

成層）から成り、２Ｔ及び４Ｔの腐食植物の混ざる黒褐色砂層（Ⅵa層）から中世の陶器片（壷・すり鉢な

ど)、木製品（時代・種別不明）が検出された。遺構はどのトレンチからも検出されなかった。調査地の現

況はほぼ平坦な畑地であるが、基盤層の地形をみると南から北へ向かって落ち込んでいた。最高部と最低部

の比高差は約1.5ｍ以上を測るものと思われる。遺物包含層は基盤層が落ち込み始めているあたりから確認さ

れ、現地表面からの深度は約1.5ｍ程であった。土層の堆積状況と遺物包含層の様子から、遺物はより高い箇

所からの流れ込みの可能性もあると考えられる。

造成計画の内容と調査結果とを鑑みると、丁度宅

地予定地に遺物包含層が認められる。宅地部分に

かかる掘削工事は基礎・水道管等各配管工事であ

り、掘削深度も遺物包含層に達するものではない

ので遺物包含層が破壊されるおそれはない。道路

(私道）部分には遺物包含層はほとんどかかってお

らず、計画されている掘削工事（雨水析・マンホ

ールなど）も現地表面から最大でも1.1ｍ程度であ

る。今回の調査で当該調査地が鳥屋野遺跡の一部

であることが確認されたが、開発によって遺跡が

破壊されることが無いことも確認されたので、本

格調査の実施は必要ないと判断された。

３

図１遺跡周辺図No.79が鳥屋野遺跡（Ｓ＝１／7,500）
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三情'111

１調査地：新潟市寺山１丁目882番１

２調査期間：９月３０日

３調査面積：調査対象面積395㎡調査面積２８㎡（調査対象面積の約7,0％）

４遺跡の概要と調査経過

（１）遺跡の概要と既往の調査

遺跡の概要寺山遺跡は、昭和48年に周知化された遺跡で、紫竹山砂丘（阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－３

列に対比）に立地する（文献１）。推定面積は約6,900㎡である。

既往の調査昭和53年と54年に遺跡の現状調査（文献２．３）、平成５年に分布調査が行われている。

平成５年の分布調査では土師質土器の散布が確認されている（文献４）。

（２）調査に至る経緯

当該地（調査時は畑地）に共同住宅を建設する計画があり、当該地の一部が寺山遺跡の周知範囲にかか

ること、建設予定構造物の土木工事が地下に及ぶことを踏まえ、遺跡の範囲・遣存状況・開発による遺跡

への影響を確認するため調査を実施することとなった。

（３）調査の方法

計画予定範囲のうち掘削工事が行われるところを中心に１ｍ×７～lOmのトレンチを３ケ所設定した。

各トレンチは0.1㎡級バックホウを使用し慎重に掘り下げた。掘削深度は湧水等の関係から1.2ｍ程度にと

どめた。

５調査結果土層の堆積状況は図２のとおりである。現地表面から約50～60cm下で基盤層（砂丘形成層）が

確認された。遺物・遺構は全く検出されなかった。このことから、当該地が寺山遺跡の範囲には入らないこ

と、また開発による遺跡への影響がないことが確認された。
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にしの

Ⅳ－１西野遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市西野字新通365番地ほか

２調査期間：１０月７日

３調査面積：調査対象面積４９㎡調査面積４㎡（調査対象面積の8.2％）

４遺跡の概要と調査経過

（１）遺跡の概要と既往の調査

遣跡の概要西野遺跡は石山砂丘南方の自然堤防に立地する（文献１）。推定面積は約40,000㎡である。

既往の調査昭和53年以降何度か分布調査が行われている。また平成１０年に隣接地で範囲確認調査を

行ったが遺構・遺物とも検出されていない（文献６）。

（２）調査に至る経緯

当該地に建つ東北電力の送電線鉄塔の改修工事に伴い、当該地が西野遺跡の周知範囲内であること、ま

た工事で掘削工事が伴うことを踏まえ、遺跡の範囲・遺存状況・工事による遺跡への影響を確認するため

調査を実施することとなった。

（３）調査の方法

計画予定範囲のうち掘削工事が行われるところをI-I-l心に１ｍ×１ｍのトレンチを４ヶ所設定した。各ト

レンチは0.1㎡級バックホウを使用し慎重に掘り下げた。掘削深度は湧水等の関係から1.2ｍ程度にとどめ

た。

５調査結果土層の堆積状況は図３のとおりである。調査したいずれのトレンチにおいても既設鉄塔を建設

する際の掘削によるものと思われる撹乱が観察され、わずかに自然層が残存している部分（４Ｔ）でも遺

構・遺物は検出されなかった。当該地は、遺跡の範囲内であったとしても、既設の鉄塔を建設する際、破壊

されてしまった可能性がある。また当該地には遺跡が広がっていない可能性も考えられる。

にしの

Ⅳ－２西野遺跡範囲確認等調査

１調査地：新潟市大淵字中沢海３１３６－１ほか

２調査期間：１１月１７日～２５日

３調査面積：調査対象面積約48.8ｈａ調査面積約111㎡（調査対象面積の約0.03％）

４遺跡の概要と調査経過

（１）調査に至る経緯

大淵地区で県営ほ場整備事業計画があり、事業計画予定地が大規模であるため、西野遺跡に隣接してい

ることや、６月及び９月～10月に当該地の近くで実施した試掘調査で遺跡が新発見されたこと（Ⅵ章参照、

以下10月調査と略記）を考慮に入れると、工事中に遺跡が不時発見される可能性が考えられた。そこで西

野遺跡の隣接部に関しては範囲確認調査を、その他の部分については試掘調査を実施し、遺跡の範囲や有

無を把握する必要がある旨を事業主体である新潟県新潟農地事務所に伝えた。このことを受けて、県農地

事務所が窓口となり地権者､亀田郷土地改良区と新潟市との間で調査の具体的な方法について協議を行い、

以下の条件下において調査を実施することで合意された。

①民地（田面）の調査は揚水機場建設予定地に限って行うこと。

８－



②調査は農道部分に限って行うこと。また調査坑の数はできる限り減らすよう努力すること。

③調査後の埋め戻しはその後の利用に支障が出ないよう、万全の埋め戻しを行うこと。

事業予定地の現況はほとんどが作付けを行っている水田であったため、水田部の調査は実施しなかった。

調査対象面積に比べ調査面積が少ないのはかかる事情によるものである。

（２）調査の方法

調査は0.25㎡級のバックホウを使用し、農道部の調査では1.5ｍ×２ｍのトレンチを34ケ所、揚水機場

建設予定地では同様の大きさのトレンチを３ヶ所設定した。掘削は基盤層が出るまでか、または崩落等の

危険を避けるため地表面から２ｍを限度として慎重に掘り下げた。掘り下げに当たっては遺構・遺物の有

無の確認に努め、掘り下げ終了後記録作業を行った。また調査が終わった場所から埋め戻しを行った。

５調査結果とまとめ

調査結果土層の堆積状況は図４～７のとおりである。３１Ｔ・３２Ｔ・３３Ｔ・３４Ｔにおいて１０月調査時に確

認された砂丘の一部を成すと考えられる砂層（黒褐色砂）が確認された。しかし１０月調査地点に比べぐっと

埋没しており、砂層が確認される高さで湧水が激しくなった。遺構・遺物は全てのトレンチにおいて全く検

出されなかった。また土層の堆積状況はどのトレンチにおいても斉一性が認められ、後背湿地特有の厚い粘

土・腐食植物層（いわゆるガツボ層）が確認された。また踏査も行ったが、遺物の散布は確認できなかった。

まとめほ場整備にかかる大まかな工事計画は以下の通りである。なお①～③の田面・農道・あぜ道は調

査時の状況を示している。

①田面：暗渠管敷設工事………約７ｍ間隔で暗渠管を布設｡工事は幅40ｃｍ・深さ50cm～１ｍ20cm程度掘削。

盛り土など……………全体的に１０～15cm程度の削平、または盛り土をして田面を平らにする。

②農道：既存農道（幅約３ｍ）を拡幅。田面と農道の境に揚水管と配水管を布設。管工事は幅１ｍ、深さ

１ｍ50cm程度の掘削。工事終了後砂利舗装をして農道として利用。

③あぜ道：既存あぜ道を盛土して拡幅。工事後農道として利用。

そこで工事による遺跡への影響を考えてみると、①については柱状図１～３、また他の調査箇所の所見か

らも層序の斉一性が認められる。よって耕土の下には厚い粘土層・ガツポ層が存在すると考えられる。②に

ついては当該調査の結果から、地表面から２ｍ程までは粘土・ガツボ層であるので遺跡の存在は考えにくい。

仮にさらに下に遺跡が存在していたとしても当該事業によって遺跡が破壊されるおそれは全くない。③につ

いては柱状図１と平成１０年12月に実施した確認調査の結果から、層序の斉一性が認められる。よって①同様

耕土の下は粘土・ガツボ層が堆積していると考えられる。工事は盛土成形、舗装工事で掘削は伴わない。ま

た揚水機場建設予定地は遺跡がないことが確認された。

当該調査によって遺跡が確認されなかったこと、また上記諸条件の下、仮に遺跡があったとしても当該事

業による工事によって遺跡が破壊されるおそれがないことが確認された。
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図１西野地区確認等調査地トレンチ配置図（Ｓ＝１／5,500）

1０－



層柱状図１

2Ｔ 3Ｔ 4‘Ｔ
ｋ ０．０

(畑M）

、

0.5

②

_〆
Ⅳ

Ⅳ

LＯ

Ｉ Ｉ Ⅲ

(粘土主何真）

④

Ⅱａ

ｎ月

Ⅱｂ

『 而一－０．５
Ⅲ

(ガツポ主体）
一
Ⅲ

Ｖ

②’

－１．０

ｌ

層
層
ａ
ｂ
層
層
層
＊

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
ｒ

耕作土

明灰色粘上（ガツポ混じり、水田床土）
粘土が主体
ガッボが主体

撹乱届（既設鉄塔設置時の掘削に伴うもの。裸・ガツホ

・当時の建設資材の残骸など多量に含む）

明灰白色粘土
暗灰褐色粘土（Ⅳ腰との上下関係は不明。色調違いの同
一屑の可能性がある）

ガツポ：マコモやアシ等腐食植物を多逓に含む層

図３土層柱状図

水田、
、

＜

図２トレンチ配置図（Ｓ＝１／1,000）破線部は送電線のライン

（、） (、）

0.5 0.5

Ⅵ’

Ⅳ

IOT

iｌＴ

|樋

然一上 29Ｔ9'１ 5Ｔ６Ｔ

Ｖ

28Ｔ
需士

同
ル|
Ｉ‐.Ｉ
１１

1lｂ

111

Ｖ

皿
一
蝿

１７'1‐81. l３Ｔ １５'「粥士

鋸､、

l6T

24Ｔ

1１

図７土層柱状図（揚水機場建設予定地）

l4T

図６土層柱状図３

磯士 礁土鴨土

1.5

0.0:1ｍ Ｉ

2.0

Ｉ Ｉ

Ｕ
１Ｔ

盛土
Ｉ

RＶ

－２．０

両
零
一
・
｜
‐
｜
霞
一
噸
一
，

疹
、1１ |Ｉ

更

⑤

Ⅱ.Ｉ
、 Ⅱ

－０．５0踊 Ⅲ

｜
Ⅲ
｜
②
｜
⑤

ム
〃
堅
Ⅲ
｜
②
一
Ⅳ
｜
②
ｌ
Ｖ

Ⅲ ←

111
Ⅳ

←
2）

Ⅳ、 、

②
ⅢⅢ

｜
②

②

鴨'三

－１．０

② ②
両乳

Ｖ
｜
Ⅵ
｜
Ⅶ

Ⅷ
←

②
②

Ｖ
－１．５ ３ Ｖ

Ⅵ

(、）ｌＴ

図４ 図５土層柱状図２

国
画

Ｎ２ＴＮ３ＴＮ１Ｔ

30Ｔ
22Ｔ

ロ
Ⅱ

一ＬＯ

31Ｔ

５

盛土

１

20Ｔ

Ⅲ Ⅳの

、

雄士 碓土 盛土 蝉-1-
0.2

IＴ 9Ｔ

蔭
‘５，

251
廃土

Ⅲ←

④

１Ｊ

鴨士 盛土０－０ Ｉ層黄灰色粘土（耕作土）

Ⅱ層灰色粘土

Ⅲ層灰色粘土（褐色混ざる。Ⅱ層よ
り明るい。木根少量混入）

Ⅳ層灰色粘土（流木少量混入）

Ｖ層褐灰色粘土（流木少量混入）

Ⅵ層暗灰色粘土

Ⅶ層オリーブ褐色靴土

Ⅷ層灰色粘土（Ilf灰色混じり）

①層灰色粘土（黄色混、漸移層的）
②層暗褐色粘土（ガツポ層）
③層青灰色シルト

④層灰白粘土（植物根混入）
⑤層暗褐色粘土

⑥層Ⅱ層十②屑（撹乱層と思われる）
⑦層②届十灰色粘土
←湧水レベル
（＊）ガツボ：マコモやアシ等腐食植
物を多量に含む暇

（＊）アミ点：黒砂肺

0.0

、Ｌ
Ⅱ

、Ｉ Ｉ

1.0
②lIll

ⅡⅡ

② 沙子

坐
Ⅲ
｜
②
、
軌
、

Ｉ

し
Ⅱ

１ｌ
ｖ 画

Ⅱ

②
Ⅲ

②
Ⅳ

②

0.5

lIl 1１Ⅱ
Ⅱ、 Ⅱ

Ⅲ

②
｜
Ⅲ

Ⅲ
0.5

Ill
Ⅱ の｜

②
｜
Ⅲ
｜
②
｜
Ⅳ
ｌ
Ｖ

②

１
－
－

｜
Ⅲ
｜
②
一
Ⅳ
｜
②
ｌ
Ｖ
１
１
，

１
ｐ

⑪
グ
ー

Ⅲ
一
Ⅳ
｜
Ｖ
｜
Ⅵ
｜
Ⅶ

野

盛』:‐

畷:.2

樫

鹿．二

ガツゴ

盛.！

■P■

ｉ７、

磯

i、ｊＬ

盛:Z



図８若荷谷周辺遺跡地図No.38が西野遺跡（Ｓ＝１／20,000）
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Ｖ－１猿ヶ馬場Ａ遺跡範囲確認調査 (調査地①）

１調査地：新潟市東中野山６丁目163番１１６４番７１６４番９

２調査期間：１０月１９日

３調査面積：調査対象面積78.58㎡調査面積3.9㎡（対象面積の約５％）

４遣跡の概要と調査経過

（１）遺跡の概要と既往の調査

遺跡の概要猿ヶ馬場Ａ遺跡は昭和37年度からの石山団地造成中に須恵器片、土師器片が出土したとの

報告（文献７）や、昭和54年度の分布調査で中世のものと思われる遺物の散布が確認されている（文献３）。

石山砂丘（阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－２列に対比）砂丘列南斜面に立地し（文献１）、推定範囲は約

5,600㎡である。

既往の調査平成９年及び10年に隣接地にて範囲確認調査を行ったが、遺跡の広がりは確認されなかっ

た（文献５．６）。

（２）調査に至る経緯

当該地（調査時は畑地）に露天駐車場を建設する計画があり、建設予定地の一部が猿ヶ馬場Ａ遺跡の周

知範囲にかかっていた。猿ヶ馬場Ａ遺跡の周辺は石山団地造成以降宅地化が進み、遺跡の範囲や内容も分

かりにくくなってきている。当該事業計画では畑地を整地しアスファルトを引く工事であるが、事業者に

協力いただき遺跡の範囲確認調査を実施することになった。

（３）調査の方法

遺跡の周知範囲に１ケ所、その他の場所に１ケ所、Ｌ5ｍ×１ｍのトレンチを設定した。各トレンチの調

査には0.25㎡級のバックホウを使用し、遺構・遺物の有無の確認に努めながら基盤層が出るまでか、また

は崩落の危険を避けるため地表面から２ｍまでを限度として慎重に掘り下げた。掘り下げ終了後、土層の

堆積状況を観察し記録にとどめた。

図１遺跡周辺図No.１５が猿ケ馬場Ａ遺跡Ｓ＝１／7500
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５調査結果土層の堆積状況は図３のとおりである。遺構・遺物は全く検出されなかった。盛土が厚く堆積

し、その下の自然堆積層を十分調査することができず、遺跡の範囲や内容について詳しい知見を得ることは

できなかったが、遺跡の保護をする上で当該事業は全く問題ないことが確認された。

さるがばば

Ｖ－２猿ケ馬場Ａ遺跡範囲確認調査 (調査地②）

１調査地：新潟市猿ケ馬場１丁目404番３ほか

２調査期間：１０月１９日

３調査面積：調査対象面積約541㎡調査面積約６㎡（調査対象面積の約Ｌ１％）

４遺跡の概要と調査経過

（１）調査に至る経緯

当該地（調査時は畑地）に賃貸アパートを建設する計画があり、当該地が猿ヶ馬場Ａ遺跡の周知範囲内

であることや、建設に伴う土木工事が地下に及ぶため、遺跡の範囲・遺存状況・開発による遺跡への影響

等を確認する調査を実施することとなった。

（２）調査の方法

賃貸アパート建設予定地を中心に1.6ｍ×2.7ｍのトレンチと1.0ｍ×Ｌ６ｍのトレンチ、合わせて２ケ所を

任意に設定した。トレンチの調査には0.25㎡級のバックホウを使用し、１０～20cmずつ土層を掘り下げ、遺

構・遺物の有無の確認に努めた。掘り下げ深度は基盤層が確認されるまでか、または崩落等の危険を避け

るため地表面から２ｍまでを限度とした。掘り下げ終了後、土層の堆積状況を観察し、記録にとどめた。

５調査結果土層の堆積状況は図５のとおりである。１Ｔでは土坑と考えられる断面が３基分確認された。

土坑の性格が不明であるためここではＳＸ１～３と呼ぶこととする。覆土は粘性が高く、しまりが強い暗灰

褐色砂質土であった。覆土中から僅かであるが近世の陶器片が出土した。またⅡ層からは砥石が出土した。

２Ｔは遺構は確認されなかったが、Ｂ層中から珠洲焼片が出土した。

６まとめ

ｌＴで検出された遺構は、出土遺物からみて近世の遺構と考えられる。砥石についても時代は不明である

が、ｌＴで得られた所見からすると近世のものかと思われる。

２Ｔでは珠洲焼片が出土したＢ層の下にⅢ層が堆積していた。Ⅲ層は１Ｔの所見から近世以降の遺構確認

面であるので、Ｃ層以上はそれ以降の２次的な堆積である可能性が高い。

当該事業計画では、事業地全体に20cm程度の盛り土をした上で基礎工事にあたり、２５cm程度掘削をすると

いうことであるので、遺物包含層であるⅡ層及びＢ層は保護されることになる。従って当該事業に先立つ本

格発掘調査は不要と判断された。またこれまでは伝聞や、遺物の表面採集でしか猿ヶ馬場Ａ遺跡の様相を知

ることができなかったが、この確認調査によって遺跡の様相の一端を知る所見を得ることができた。
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調査地②遺物写真（Ｓ＝約１／３）
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調査地①遠景（北東から）

調査地②近景（南から）

調査地②１Ｔ西壁土層堆積状況
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調査地①ｌＴ土層堆積状況（南から）

調査地②１Ｔ北壁土層堆積状況

調査地②１Ｔ東壁土層堆積状況

調査地②２Ｔ土層堆積状況（北から）



Ⅵ 新卸売市場建設予定地試掘調査
ひがしかこい

東囲遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市若荷谷地内

２調査期間：６月８日～１５日・８月１８日～２６日・９月１４日～10月２２，

３調査面積：調査対象面積27.5ｈａ調査面積計900㎡（調査対象面積の約0.3％）

４調査に至る経緯新潟市教育委員会生涯学習課が開発関連部局等に送付した照会文（平成９年８月２１日

付け「平成10年度以降の埋蔵文化財包蔵地（遺跡)．とその隣接地における事業計画について（照会)」）

に対し、平成９年９月１２日付けで産業経済局農林水産部市場整備推進課より新潟市若荷谷地区にて新卸売

市場の建設計画がある旨の回答があった。これを受けて当該事業予定地を調べたところ、事業予定地及び

その周辺に周知の遺跡は存在しないが、新潟市でも非常に遺跡の分布密度の高い地区であることと、開発

面積が約32ｈａと大規模であるため、埋蔵文化財の有無を確認する試掘調査を実施し、事業予定地にかか

る埋蔵文化財の扱いについて協議する旨の意向を伝えた。市場整備推進課では試掘調査の実施については

了解するものの実施時期については用地取得終了後が望ましいとの回答であった。用地取得は平成１０年度

中とのことであったので、平成10年に入ってから試掘調査の実施について具体的な協議に入った。協議に

より平成１０年度中に調査を実施することが難しいようであったので、平成１１年の早い段階で実施するこ

とで合意した。このことを受けて平成１１年度の国県補助金の増額要求をして調査の実施に備えた。

平成１１年に入り協議を再開したところ、市場整備推進課から造成工事に先行して礁十搬入仮設道及び用

地内に建設される市道部分について夏ぐらいから工事を行いたいとの連絡があったので、６月に上記予定

地の調査を実施することとなった。全体的な試掘調査は９月から１０月にかけて行うこととなった。

５調査の方法調査は市場の造成計画に沿って６月（１期)、８月・９月～1０月（２期）と２回に分けて行

った。１期調査は仮設道及び市道建設予定地部分を、８月調査は道路拡幅に伴う盛土部分（図１のＤ区）を、

２期調査は１期調査で新発見された遺跡（東囲遺跡）の範囲確認と対象地全域にわたる試掘調査とを行った。

また２期調査では試掘坑の数が多くなるため便宜的にＡ～Ｅ区と地区割りをして試掘坑を設定し、調査をし

た。調査坑数はあわせて244ケ所にのぼった。

調査には0.25㎡級のバックホウを使用し、遺構・遺物の有無の確認に努めながら慎重に掘り下げた。掘り

下げ深度は基盤層（砂丘形成層）が確認されるまでか、または崩落等の危険を避けるため地表面から２ｍま

でを限度とした。掘り下げ終了後、土層の堆積状況を観察し、記録にとどめた。

６調査結果トレンチの配置状況及び遺物出土状況は図１，土層の堆積状況は図２のとおりである。遺物包

含層は黒色粘質砂でその下に灰色の粘土層がある。ただ、Ｂ５ＴやＢ９Ｔから出土した遺物の層位は他所と

違い黒褐色砂層上面から出土した。灰色粘土層は存在しなかった。従ってＢ５Ｔ・Ｂ９Ｔ付近は黒褐色砂層

が遺物包含層と考えられる。

当該調査対象地にはこれまで埋没砂丘は確認さておらず､新砂丘１－Ⅱ間の後背湿地と考えられていたが、

今回の調査で北側と南側でそれぞれ埋没砂丘と思われる砂盤が確認された。砂盤はおよそ東西方向に走って

おり、北側はＡ区全域と遺跡の推定範囲部分、南側はＥ区とＣ・Ｄ区の境界付近一帯に確認された。北側の

砂盤はＨＧ１Ｔ付近を頂点（標高約-0.4ｍ）に東西及び南北方向に緩やかに落ち込んでいた。南側の砂盤

はＣ２９Ｔ付近を頂点（標高約－０．７ｍ）に東西及び南北方向に緩やかに落ち込んでいた。南側の砂盤の様相

は北側の様相とほとんど同様であったが砂盤上には遺跡は確認されなかった。それぞれの砂盤には地震によ
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る噴砂の痕跡が何カ所か確認された。また、上記のように報告した地形が本当に砂丘かどうかは今時調査が

初見ということもあり断定的な判断は出来ない。新潟大学の高演氏からは砂丘としては発達が不十分である

との指摘を受けた。調査者が砂丘という認識で調査を進めたということ、他の砂丘上に立地する遺跡と様相

が似ているので砂丘という表現を用いたが、遺跡の立地については来年度予定される本格調査で結論を得た

いと思う。

東囲遺跡今回の調査で新発見された遺跡で、平成１１年１１月26日付埋文セ号外にて新潟県教育委員会に通

知した。新潟市遺跡No.１１４。時代は出土遺物から古墳時代前期が中心である。縄文時代（中期？）の土器片

もＢ６Ｔ・Ｂ２７Ｔから合わせて４点出土している。

①遺構各説

７－２Ｔ・ＨＧ１Ｔ・ＨＧ７Ｔ・Ｂｌ２Ｔ・Ｃ５３Ｔで確認された。Ｂ１２Ｔ・Ｃ５３Ｔからはピット状のプラン

をそれぞれ１基確認した。ＨＧ７Ｔでは被熱により炭化した木片が１ケ所に集中していた。土層断面からも

平面プランからも遺構と思われる土質等の変化は確認されなかった。７－２Ｔは土器溜りと考えられる箇所

が２ケ所あり遺構として扱った。ピット２基・焼土がまとまっているピットを１基確認した。平面形の確認

にとどめ、発掘調査は行わなかった。ＨＧ１Ｔでは竪穴住居（ＳＩ１）が１基、性格不明遺構が４基（ＳＸ

２～５）、土坑が２基（ＳＫ１．２）確認された。

ＳＩ１：はじめは性格不明遺構（ＳＸ１）として調査していた。遺構確認面は水田耕土から約20cm下で

あったが、暗褐色砂上に黒いシミが広がっているかのような状況であった。遺物は細片でかなり出土してい

たが、住居と思われるプランの確認はできなかった。そこでベルトを設定して断ち割りを入れたが、層序の

認識は困難を極めた。黒褐色砂（Ⅸ層）と暗褐色砂（４～７層）が似たような質でかつ連続して堆積をして

おり、光彩の具合で同一に見えたためである。住居の掘り込みと思われる断面も不分明であったので分層し

た土層を順々に掘り下げていった。それでもまだ判断ができなかったのでトレンチを拡大して調査に当たっ

た。最終的に住居跡と判断したのは柱根が４本検出されたことに依拠する。住居の掘り込みは暗褐色砂上面

(遺構確認面．Ⅷ①～Ⅷ②）から掘り込み、基盤砂層（黄褐色砂）まで達せずに基盤層上面の黒褐色砂上面

(Ⅸ層）で終わっていた。住居と分かってからプランの確認に努めたが、全てを確認することはできなかっ

たので、住居の規模は推定である。遺構確認面からの最大深度は約70cmであった。遺物は上層が最も多く出

土し、下層に行くにしたがって減少していった。遺物の接合の結果上層と下層で接合するものもあり、土器

の時期幅も狭いことから、この住居は比較的短い期間に営まれ、急速に埋没したものと思われる。また石製

品を製作したと思われる緑色凝灰岩のチップが十数点検出された。確認調査としてはかなり規模の大きな調

査になった。１期調査の結果を受けて事業課の方でも遺跡への対応は考えていたが、計画変更が出来ず、平

成12年度に本格調査を実施することがほぼ見込まれたため調査経費等の積算をするためにもある程度の遺構

調査をせざるを得なかった。しかし調査期間の都合から十分な調査が行えなかった。

ＳＸ２：これも平面プランの確認は困難であったが、断ち割った結果炭化物が椀状に堆積していること

が確認できた。遺物がまとまって出土した。（No.⑰）

ＳＸ３・４：プランのみ確認。遺構（黒色粘質砂）上に土器片が出土していた。調査はしなかった。

ＳＸ５：土層断面では確認できるものの、平面プランを確認できたのは片側だけであった。断ち割りを

したが遺物は全く検出されなかった。

ＳＫ１：土坑。土層断面では確認できるが、平面プランの確認は困難であった。一部断ち割ったが遺物

は全く検出されなかった。
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ＳＫ２：黒シミ状のプランとして確認された。発掘したが、掘り込み等の跡は不分明であった。覆土は

黒褐色砂の単層であった。遺物は全く検出されなかった。遺構ではない可能性がある。

②遺物各説

７－２Ｔ土器溜り１（①～③）

喪（①．②）口縁部は緩やかに外反し、口縁端部につまみ上げたような端面を持つものと丸く収めるもの

とがある。器形は体部上半やや上方に最大径を持つ倒卵形になると思われる。体部は外面、内面ともハケ調

整を施す。口縁部は外面、内面ともナデを施すものとハケを施すものがある。体部外面には煤が付着する。

器台（③）小型の器台。受部の口縁端部に面を持つ。脚部中位に三方から入る透かし孔を持つ。外面、内

面ともミガキを施す。

７－２Ｔ土器溜り２（④～⑨）

小型鉢（④．⑦）底部は丸底を呈すと思われる。倒卵形の体部に直線的にのびる口縁を持つ。外面、内面

ともハケ調整の後ミガキが施される。

聖（⑤．⑥）大きく外反する口縁を持つ。口縁端部は丸く収める。最大径を口縁部に持つ。体部は外面、

内面ともハケを施す。口縁部は外面はナデており、内面はハケの後へラミガキを施す。外面、内面ともかな

り黒変している。器壁は薄く焼成良好である。⑥は口縁端部につまみ上げたような面を持つ。

ｓｌｌ（⑩～⑯）

壷（⑩）外反気味に長くのびる口縁を持つ。休部の形は不明。外面はヘラミガキの後赤彩を施す。内面は

ハケの後へラミガキを行う。口縁上方に赤彩を施す。

小型鉢（⑪）つまみ上げたような短い口縁を持つ。休部中位に最大径を持ち、球胴形になると思われる。

口縁部はナデ、体部は外面内面ともハケを施すが、内面はハケの後少しミガキを施す。

壷（⑫）有段口縁の壷。外面はミガキの後赤彩を施す。内面は丁寧なナデを施す。精品である。

高坪（⑬）坪部欠損。脚部中位やや上方に三方から入る透かし孔を持つ。外面はへうミガキの後赤彩され

る。内面はハケの後器面を整える程度にヘラミガキを施す。

器台（⑭）小型の器台。内外面に赤彩を施す。脚部中位に三方から入る透かし孔を持つ。

認（⑮．⑯）緩やかに外反する短い口縁を持つ。口縁端部に面を持つ。口縁部に最大径を持つ。口縁部は

外面、内面ともナデを施す。体部外面はハケ、内面はナデを施す。⑯の口縁部は直線的にのび、口縁端部は

丸く収めている。

ＨＧ１Ｔ包含層（⑱～⑳）

壷（⑬．⑳）⑬は内湾気味に長くのびる１１縁を持つ。外面、内面ともへラミガキを施すが、内面にはハケ

メが残る。⑳は有段口縁の壷。口縁端部に面を持ち、口縁有段部下端は垂下している。作りは粗い。外面、

内面ともへラミガキを施す。また特に内面は、被熱によると思われる器面の剥離が著しく見られる。

高坪（⑲）高坪の坪部と思われるが、鉢もしくは台付鉢の可能性もある。椀形の浅い坪底部に外反しなが

らのびる口縁部を持つ。外面屈曲部に稜線を持ち、内面も同様の位置に稜線を持つ。器壁は薄く、外面、内

面とも丁寧なへラミガキを施す。外面、内面とも赤彩をしているがかなり落ちている。

聖（⑳。⑳.⑳．⑳）⑳は緩やかに外反する短い口縁を持つ。口縁端部に面を持つ。口縁部は外面、内面

ともナデ、体部外面はハケ、内面はハケの後ナデを施す。⑳は外反する口縁部を持つ。口縁端部を少しつま

み上げている。口縁端部は面を持ち、ハケを施す。外面は口縁部から頚部にかけてナデを施し、内面はハケ

を施す。外面にはハケの後が観察できる。⑳は壷の可能性がある。⑳は頚部で屈曲し、外反する口縁で口縁

1９



端部に面を持つ。体部から底部にかけて外面、内面ともハケを施し、口縁部は外面、内面ともナデを施す。

鉢（⑳）ほぼ完存。椀形の体部に外反する短い口縁を持つ。底部は痕跡程度に接地面を持つが、丸底であ

る。調整は外面、内面ともハケを基本とし口縁部外面はナデ、体部内面は丁寧なナデを施す。煤等は付着し

ていないが、全体的に特に体部内面は黒変している。

器台（⑳）脚部中位やや上方に三方からはいる透かし孔を持つ。脚部外面はへうミガキを施し、脚部内面

はハケの後ナデを施す。

ＳＸ２（⑰）体部から頚部にかけて緩やかに屈曲し、口縁部は直立気味にのびて上方で外反する。口縁端

部は摘み上げたような狭い面を持つ。口縁部から体部にかけて内面。外面ともハケ調整を施す。

Ｃ１３Ｔ包含層

尭（⑳）外反する口縁を持つ。口縁端部はつまみ上げたような面を持つ。口縁部は外面、内面ともナデを

施すが、外面にはナデた時についたと思われる稜線がある。体部は外面、内面ともハケを施す。

７－２Ｔ包含層出土（⑳）

莞と思われるが、ヘラ状の工具で口縁端部を外側へ折り曲げ注口状を呈する。細片なので意図的な調整な

のかどうか不明である。ただし口縁端部のこの部分は粘土紐を一段加えてあり、特徴的である。
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器台

粒子＝観察では特定できなかった含有物である。

4．色調の項目は、農林水産省農林水産技術会議事務局．（財）Ｆ１本色彩研究所監修「新版標準土色帖』2000年版を基に観察したｃ
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